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プログラムの全体概要 
 
 教員には，児童生徒の学習意欲を引き出すための授業技術と、児童生徒間の双方向的な対話

を通して学習行動を展開する授業力が必要である。その一つに、教師対子ども、子ども対子ど

もの円滑なコミュニケーションによる学習行動の演出力と、柔軟な人間関係を不断に創出して

いく発想・技術とがある。 

 本プログラムでは、教員の教育活動における諸行動のなかで、とくに多様なコミュニケーシ

ョン活動の方法に焦点をあて、その発想・技術を中心にした研修プログラムを開発した。こと

ばや文字を中心とした情報の伝達だけではなく、見る、聞く、語る、触れあうという身の関係

行動のワークショップを具体的に設計し、集団学習における多様なコミュニケーション能力と

その技法のあり方を提示した。  
 プログラム開発にあたっては、校種別によらない教員を対象として、① 試行型研修−講義と

ワークショップ試行−の実施（２回）、② 領域の異なる招聘講師によるワークショップ型本研修

の実施（３回）、③ 本研修の分析と抽出にもとづく検証型研修（1回）を実施し、そのすべての

研修に、沖縄県立総合研修センター指導主事、小・中学校教員が観察参加し、研修終了ごとに

研修参加者との協議及びアンケート回答の分析を行い、研修内容の妥当性を検討したうえで必

要な修正を行った。 

 以上の検討・修正にもとづいて、ワークショップの内容から教員研修として汎用性のあるも

の、及び指導的教員が実施可能なものを抽出してテキストを作成した。なお、中心となったワ

ークショップの記録映像からは、ワークショップ展開のイメージが得られるように、短時間に

編集した DVD 補助教材も作成した。 
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I 開発の目的・方法・組織 
   
１．開発の目的 
 今日、学校や家庭では子どもたちの没個性的な表現行動、対人関係の不安定行動が指

摘されている。学校内では、教師相互のコミュニケーション不足からくる教師集団の共

同性が希薄になってきたとも言われる。また、教師と保護者をふくむ地域社会との円滑

なコミュニケーション構築も今日の学校課題となっている。 

本プログラムは、こうした課題意識に立って、教師のコミュニケーション・スキル向

上のための研修モデルカリキュラムの開発を目的とする。開発する研修モデルの目標は，

受講者が①教員のコミュニケーション・スキル向上による授業力向上，②教員と子ども

との対話力・親和性の向上，③学校内における教員相互の協働力向上，④父母・地域と

の関係構築力の向上，を「期待される開発成果」として設定する。 

 
 

２． 開発の方法 
 本プログラムは、一方向的な情報伝達型研修やディベート方式の研修ではなく、研修

者と被研修者とが双方向的にカリキュラムを学習展開する「ワークショップ型研修」を

想定して開発された。ワークショップとは、ある目的のために用意された共同行動・作

業の場と時間を意味し、参加する人々の主体的な発想や行動を、共同・協働によって展

開する方法である。その結果、多様な価値観を認め合いながら、そのなかで、参加者個々

に独自の価値観を保証しつつ、コミュニケーションの多様なありかたを獲得する研修と

した。 

 その理由は、学習場面でのコミュニケーション行動が、学習の主体性、対話性、共感、

想像・創造性、多様な発想と思考といったことがらを実現することにある。そのために

は、まさしくそのような方法において研修者・被研修者共同で実践され、身をもって感

得されることによって研修効果を発揮する。従って、研修を主宰する講師は、教えると

いうスタンスではなく、支援者または援助者（ファシリテーター）というスタンスに立

つことになる。  

 主体性、対話性、共感、想像・創造性、多様な発想と思考という、重層的な表現と関

係行動を獲得する題材として、音楽や演劇の表現行動の基層にあるコミュニケーショ

ン・ツールの技法、すなわちパフォーマンス行動に内在する協働性、対話性、創造性に

着眼してこれを用い、その汎用性と一般性を探ることとした。   

 演劇行動では、身体の表現行動を通したイメージの交換と共有、対話やことばの共有

による双方向コミュニケーションのあり方がポイントとなった。音楽行動では、音を生

み出す身体行動の関係、生み出された音から他者と共鳴することによって、共感に満ち

たコミュニティ（共同体）を形成していくことが確認された。 

 開発過程の詳細は、以下2.1〜2.3である。 

  

  2.1 試行研修１：音楽の基礎行動を応用したコミュニケーション・スキルの教材     

          開発 

          − ワークショップ型研修の実施（小学校教員対象）− 

           

    試行研修２：音楽の基礎行動を応用したコミュニケーション・スキルの教材 

                     開発 

          − ワークショップ型研修の実施（中学校教員対象）−  
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  2.2 ワークショップ型本研修  

     本研修１：総合表現の基礎行動を応用したコミュニケーション・スキルの教 

                    材開発  

          − ワークショップ『響き会う声と身体』− 

                 

      本研修２：音楽あそびと即興的音楽づくりによるワークショップ            

                   − ワークショップ『音遊び、音楽づくりワークショップ』− 

          

      本研修３：演劇の基礎行動を応用したコミュニケーション・スキルの教材 

                     開発 

                  −ワークショップ『ムービング・パペット』− 

         

  2.3 検証型研修：2.1 試行研修、2.2ワークショップ型研修 の分析と抽出にもとづ 

                   く、汎用型研修 

- 音楽・演劇の基礎行動及び総合表現によるコミュニケーション・ 

スキル向上研修 - 

        

なお、実施された各研修の評価は、いずれも①研修参加者による研修自己評価（リフ

レクション） ②研修参加者へのアンケート調査と同調査への講師・観察者の共同分析、

①②に基づいて本プロジェクトに適合しかつ汎用性のあるものを再構成し、検証型研修

として実施した。 

   

 
３． 開発組織 
開発組織は、琉球大学教育学部音楽教育教室・心理臨床学科教員、沖縄県立総合教育

センター指導主事、研修外部講師、市町村立小・中学校教員によって構成された。 

組織内の役割分担は,表１のとおりである。 

 

  表1 開発組織と担当・役割 
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II 開発の実際とその成果   

 
１．研修の背景やねらい 
 本報告書の I.目的欄に記述したとおり、学校や家庭は、子どもたちの没個性的な表現

行動や対人関係の不安定行動、教師相互のコミュニケーション不足からくる教師集団の

共同性の希薄化、教師と地域社会との円滑なコミュニケーション構築等の課題がある。 
そこで，本プログラムの目標を、下記１）〜４）で示した「期待される開発成果」と

して設定し，教員を対象に教員のコミュニケーション・スキル向上を図る研修モデルの

開発を行うこととした。 
 

「期待される開発成果」 

 １）教員のコミュニケーション・スキル向上による授業力向上 

２）教員と子どもとの対話力・親和性の向上 

３）学校内における教員相互の協働力向上 

４）父母・地域との関係構築力の向上 

 

教師のコミュニケーション・スキル向上の研修モデルを模索する中で、音楽・演劇の

表現活動が特性としてその向上に有効性を持っていると捉え、ワークショップとしてカ

リキュラム化することでその活用が可能ではないかと考えてプログラム設計に至って

いる背景がある。 

これまでに、ワークショップ型本研修における参加者のアンケート分析を行ってきた

結果、それぞれの考察において、参加者が音楽・演劇の表現活動がコミュニケーション・

スキルの向上に有効であると評価する姿が読み取れた。 

これは，音楽・演劇表現の基礎行動によってコミュニケーション・スキルの向上を図

ろうとする本プログラムの方針を裏付けるものであり、また実際にカリキュラムとして

構成、提供していく際の大きな手がかりになったと言えるだろう。 
 

 
 
２．対象、人数、期間、会場、日程、講師 
モデル研修を開発するにあたり行った研修は，いずれも教員を対象として沖縄県各地

の研修施設・学校等を会場に実施した。その経過は以下 1)〜3) である。 
 

  1）試行研修：音楽の基礎行動を応用したコミュニケーション・スキルの教材開発

を仮説化し、小学校教員と中・高等学校教員それぞれに、試行的なワークショッ

プ型研修を行った。 
  2）本研修：試行研修受講生の評価、及び第三者の観察と分析を経て、それぞれ方

法論の異なる研修を企画し、特別講師に依頼して本研修を実施した。 
  3）検証研修：本研修の受講生に対して，その研修直後にリフレクション及びアン

ケート調査を行い，その分析にもとづいて、とくにコミュニケーション能力の

向上に汎用性のある内容に絞り込み、検証型の研修を実施した。 
    

研修の対象、人数、期間、会場、日程、講師は表 2 のとおりである。 
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 表２．研修対象、人数、会場、日程、講師一覧 

   

   
 
 
 

３．各研修項目の配置の考え方（なにをどの程度配置すべきと考えたか） 

 

    各研修項目は、音楽、演劇、総合表現の基礎行動としてのコミュニケーション的 
  活動内容を抽出し、各領域を専門にする講師によるワークショップをベースにして配  
  置した。また、ワークショップとは、本来「講義など一方的な知識伝達のスタイルで 
  なく、参加者が自ら参加・体験して共同で何かを学びあったり創り出したりする学び 
  と創造のスタイル」（中野:2009）である。したがって、参加者と講師との、柔軟で即 
  時的な関係行動が研修内容を実態化していった側面もある。 

これらのことから、実際にカリキュラムとして構成する際の枠組みとして、活動内

容の整合性を計った形で、半日、1日、２日といった時間制でのカリキュラムを提案

することとした。カリキュラムを構成するために，まず三つのワークショップを振

り返り，活動内容の項目を研修プログラムの目標に対応させて分類を試みた1。その

うえで、汎用性、一般性のあるものを抽出した活動項目を実施型研修のモデルとし

て(4)に整理した。 
 なお、表中の「対応するワークショップ領域」「ワークショップ項目」「ワークシ

ョップ内容」「テキスト番号」は、いずれも別冊資料の『音楽・演劇表現の基礎行動

によるコミュニケーション・スキル向上のための研修教材集』の分類による。 
 
                                                 
1 各ワークの内容を本研修のプログラム目標に分類したものは，本報告書執筆者中村の判断によるもので、

ワークショップ実施者に依るものではない。 
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   表３ 本研修１．総合表現の基礎行動を応用したコミュニケーション・スキルの教材開発 

                               —ワークショップ『響き会う声と身体』中村 2009 より— 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 

 

 

   

  表４ 本研修2．音楽あそびと即興的音楽づくりによるワークショップを応用したワークショップ 

                            —『音遊び、音楽づくりワークショップ』 牧野2009よりー 
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   表５ 本研修３．演劇の基礎行動を応用したコミュニケーション・スキルの教材開発 

                             —「ムービング・パペット」佐藤 2009 よりー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 各研修項目の内容、実施形態（講義、演習、協議等）、時間数、使用教材、 

進め方 

 

  小学校、中学校、高等学校教員を対象とし、これらの異校種教員が混在していて良  
 い。研修クラスの人数は、30〜40 人だが、より少人数でも実施可能である。ワークシ  
 ョップ型研修の特性上、演習を中心に展開するが、各ワークショップが終了したあと  
 に、研修者（ファシリテーター）が進行役となって、参加者全体の省察と評価（エバ 
 リュエーション）を協議の形式で行うのが望ましい。 
   省察と評価にあたっては、ワークショップを体験しての率直な感覚を尊重しつつ、 
 参加者の多様な価値観を認め合う雰囲気づくりが大事である。 
  教材は、本プロジェクト作成の『音楽・演劇表現の基礎行動によるコミュニケーシ 
 ョン・スキル向上のための研修教材集』を参考にし、また，研修者自身が同教材から 
 着想を得て独自のアイディアを構想することも期待したい。必要な教具はワークショ 
 ップの項目に応じて異なるので、同テキストを参照されたい。 
 
 以下に，1）2 日研修のためのカリキュラム・モデル、2）1 日研修のためのカリキュ

ラム・モデル、3）半日研修のためのカリキュラム・モデルを例として示す。 
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 1） 2 日研修のためのカリキュラム・モデル 
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 ２） 1 日研修のためのカリキュラム・モデル 

 
           

    

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

３）半日研修のためのカリキュラム・モデル 
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５．実施上の留意事項 
 1）研修会場 
     研修会場は、ワークショップの特性上、研修生が全体であるいはグループに分か 
   れて身体表現行動、グループ討議などができるようなフラット型のスペースが必要 
   である。広さは、参加人数にもよるが、通常の学校教室の２倍ほどの広さが必要で 
   ある。 
  2）研修講師と助手 
   実施にあたって、研修講師は進行と支援役のファシリテーターとして行動する。 
  多様なグループ活動が同時的に展開するシーンもあるので、助手役を 1〜2 人置く 
  ことで、随時情報交換を行い全体の進行状況が把握できる。 

  グループ活動に際しては、各グループのリーダーを選出して、一定程度進行を委 
 託する方法が効率的である。 
3）進行 
   ワークショップの項目内容によっては、研修生が熱中し、終息の難しくなる場合 
  もある。個々の項目についてあらかじめ予定時間を宣言し、終わりが近づいたら 
  そのことをコールする。 
 

 
 
 
６． 研修の評価方法 
 

 本研修の評価は、研修生のワークショップによるコミュニケーション行動の自己変

容への自覚的認識と、それにもとづく教育実践への応用力が対象となる。従って、

定量評価ではなく、研修の時間軸に沿って研修生の行動変容を比較する定性的な自

己評価 evaluation を評価軸にすることとなる。また、コミュニケーション学習その

ものが、共同行動によって支えられているので、個人的な自己省察にとどめず、研

修生の相互関係のなかで評価行動を行うこともポイントである。 

 研修講師は、研修生のこうした自己評価を受け止めつつ、その評価に課題があれ

ば、ワークショップ展開そのものの問題点を発見して検証する。具体的には、研修

開始時の研修生の期待値とコミュニケーション力の自己診断（Evl.I）、ワークショ

ップにおける活動項目毎のリフレクション・自己省察（Evl.II）、研修全体が終わっ

てからの自己変容への評価（Evl.III）を行う。 

 さらに、講師は研修終了後の教育実践場面での応用力と、その効果についても追

跡調査を行い、研修生へフィードバックしていくことで、評価価値を高められる。 

 以上一連の評価を、図示したものが図１、図 2である。 
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 図１ ワークショップ研修内、終了後の評価  

 

 
 

 
 

 

 
 
 

図２ ワークショップ研修後の実践を経た評価 
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７．研修実施上の課題 
 研修実施上の第一の課題は、本研修の内容と実施方法が情報伝達型の研修ではな

く、研修生の主体性・共同性に依拠したワークショップであることから、研修講師

はワークショップの支援役として振るまうことを要請される点である。また、今日

ワークショップ型の授業や研修が広く行われている実態があるので、こうした実践

者をサポーターやアシスタントに招くことによって、よりスムースな研修展開も期

待できる。 
 第二の課題は、音楽・演劇の基礎行動を題材としている点にある。これについて

は、テキストにもあるように、音楽や演劇の専門技能を必要としないことに留意し，

専門技能が必要という先入観や誤解によって研修やワークショップを行う際の妨げ

にならないよう十分配慮すべきであろう。研修全体については、とくに「コミュニ

ケーション能力の向上」に焦点化されているが、ワークショップ後には、今日的教

育課題、生徒指導、学級経営、学校経営、保護者との連携イベント等へ応用するア

イディアを共有する方向で協議することが望ましい。 
    つまり、ワークショップで経験した諸活動を、子どもや親の側に置き換えて省察

し、教育実践にどう生かしていくかの視点を交換し合うことが大事である。 
 
 
 
III  連携による研修についての考察 
 

  本研修プログラム開発は、琉球大学教育学部と沖縄県総合教育センターとの連 
 携によって実施してきたが、その過程で全 10 回にわたる連携協議会がもたれた。 
 この連携過程で得られた利点は、 

1） コミュニケーション・スキルの向上という今日的な教育課題についての重 
 要性の認識を共有するに至ったこと 

      2）そのための研修方法・内容、教材作成についての新しい方法論を共同で創 
         出したこと 
     3）学校種、教科の枠を超えた研修内容のあり方に対する方向性を得られたこ 
         と 
      4）研修試行にあたって、学校教育以外の専門領域人材を招き、そのノウハウ 
        を教員研修のために応用開発できたこと 
      5）大学と教育委員会が連携することで，大学の教員の専門性を活用し，より 
        実践的な研修プログラムの開発に繋がったこと等である。 
 
   今後は、本研修プログラムを県・市町村教育委員会主催の各種研修会で、継続的 
  に活用するとともに、その研修実績の理論的側面と実践的側面を往還させて深化さ 
  せ、より多面的な内容に発展させていくことが課題である。 
   当面は、教育委員会・総合教育センターが行う新規採用初任者研修、教職 5 年 
  経験者研修、教職 10 年経験者研修等の法定研修、あるいは長期休業期間に実施す 
  る教員研修への導入が考えられる。 
   なお、琉球大学教育学部では、「教員の資質向上方策の抜本的な見直しに係る提 
  案募集について」（文部科学省）の協議を沖縄県教育委員会と平成 22 年 3 月に開 
 始した。今後この協議は、両者合同の作業部会を設置して継続し、とくに現職教員 
 の諸研修を、大学・教育委員会・総合教育センターとの連携ですすめる方向で検討 
 する段階に入った。 
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IV その他 
 
 [キーワード] 
 コミュニケーション能力、ワークショップ型研修、自己表現、共同・集団学習、 
 
  [人数規模] 
  ３０〜40 名規模 
 
  [研修日数（回数）] 
  2 日研修を基本とし、簡易型として 1 日研修、半日研修で行う。 
  なお、1 日、半日研修の場合は、実質 2 日研修の内容をカバーできるように、2 
  回（1 日研修）、4 回（半日研修）にわたって実施することが望ましい。 
  研修実施後、半年〜1 年以内に、フォローアップ研修を行う。 

 
 

【問い合わせ先】 
  独立法人 国立琉球大学 
  教育学部 中村 透 

  〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町字千原一番地 
  TEL 098-895-8369  Fax.098-895-8316 

 
 
   沖縄県立総合教育センター 
  教科研修班 玉城 美智子 

 〒904-2174 沖縄県沖縄市字与儀587番地 
  TEL.098-933-7595   Fax.098-933-7562 
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